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認知症への暖かい風を
豊かに大きく
辰年から巳年へ　みなさんとともに

辰年が去り巳年が来ようとしています。ある辞書
によると、「辰」は“草木の形が整った状態”といい、
「巳」は“草木の成長が極限に達した状態”とあり
ます。また別の辞書によると、「巳」は子宮が胎児を
包むさまを表していて次の生命が生まれる時期、と
いいます。いずれにしても、来年は何かが始まる年
なのでしょうか。
さて、認知症の人と家族にとって、今年から来年
へはどんな年になってゆくのでしょう。
今年は、介護保険制度の改正が大きな出来事でし

た。この改正は、先月号に掲載の「見解」のとおり、
いくつかの改善はありましたが、認知症施策では前
進はなく複雑で使いにくい制度になりました。
しかし、６月になって厚労省が発表した「今後の
認知症施策の方向性について」の文書とそれに基づ
く「オレンジプラン（認知症施策推進５か年計画・
2013 ～ 17年）」は、明るい希望を持たせてくれるも
のでした。基本的な考え方で、「これまで認知症の
人々が置かれてきた歴史を振り返り、認知症を正し
く理解し、よりよいケアと医療」の提供に努めるとし、
「早期・事前的な対応」に基本を置くとしています。
オレンジプランでは、「認知症ケアパス」「早期対応」
「家族支援」「若年性認知症」など７つの視点からの
取組みを進めるとして、「初期集中支援チーム」の
設置や「認知症カフェ」の普及などをあげています。
これらの考えや取組みは、「家族の会」がこれまで
主張してきたこととも共通するところがあり、ぜひ
実現してほしく「家族の会」としても応援しようと
考えています。
ところが、８月に、社会保障と税の一体改革関連
法案が成立。現在の５％を順次10％へと消費税の増
税だけは決まりましたが、社会保障改革の中味は、
「社会保障制度改革国民会議」を設置してそこで審
議するとして先送りされました。今回の総選挙がら
みで年内設置が目指されていますが、ただ、そのこ
とを決めている社会保障改革推進法を見ると、現行

より良くなる気配が感じられないことが心配です。
例えば、介護保険制度については、「サービスの範
囲の適正化による効率化、重点化を図る」（第７条）、
医療保険については、「給付の対象となる範囲の適
正化」（第６条）とあります。これらの表現は、やや
もするとサービスの縮小、削減につながりかねませ
んから、そうならないように利用者、家族の声を伝
えなければなりません。
そう思っている矢先、「医療費２割負担復活を　
70～ 74歳　財政審、見直しで一致」（京都新聞、10
月16日付）という記事が出ました。財務相の諮問機
関である財政制度等審議会の分科会で医療費だけで
なく、介護保険の自己負担割合（１割の利用料）を
引き上げることや、「軽度」を介護保険から外すこと
などが議論されたというのです。このことは、昨年
の社会保障審議会介護保険部会（勝田登志子副代表
が委員に就任）でも議論されましたが、今年４月の
制度改正では実施されませんでした。しかし、また
ぞろ同じことが財政審で議論されているのです。
そして、11月20日、日本経団連が「社会保障制
度改革のあり方に関する提言」を発表しました。「給
付の効率化、重点化」「予防給付（「軽度」）の見直
し」「ケアプランの有料化」などが言われています。
社会保障改革─財政審─経団連の足並みが揃ってい
るように見えます。
オレンジプランに象徴される認知症に対する暖か
い風が吹き始めた一方で、介護や暮らしをやりにく
くする冷たい風が吹いているような感じです。この
ような状況で新しい年を迎えますが、「家族の会」
はこれまでに発表した「提言」や「要望」に基づいて、
暖かい風がさらに豊かに大きくなるようにみなさん
とともに取組みを進めてゆくことにしています。

「認知症の人の幸せをどう高めるか～厚労省 『方向性』 文書への期待～」と題
して、髙見代表がＮＨＫテレビ「視点・論点」で意見を述べる （11月５日放映）

症の人の幸せをどう高めるか～厚労省 『方向性』 文書への期待～」
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会員さん

からの

お便り

徳島県・Ｈさん　65歳　女

誰でも発症する
可能性の病気

大阪府・Ｎさん　44歳　女

体力的に限界を
感じています

沖縄県・Ｔさん　53歳　女

もっと多くの情報が
ほしい

一人になりたい時もある

ぽ～れぽ～れに期待

実家の母が認知症を発症した時、これほ
どいろいろな所で報道されているにもかか
わらず、本人も家族も認めませんでした。
誰でも発症する可能性のある病気にもかか
わらず、理解が足りないような気がしてい
ます。もっと知識を深めたいのと、そんな
知識が役に立てばと思い、「家族の会」へ
入会を希望しました。

アルツハイマー型認知症の実母を一人で
介護しており、身近に同じ状況の方や理解
してもらえる相談相手がいないため精神的
に休まる日がありません。

意味性認知症※の55歳の夫を介護してい
ます。24時間一緒の毎日で、主人に申し訳
ないと思いつつ、時々一人になりたいと思
う時があります。少しずつ症状が進んでい
く主人にどう対応したらよいのか悩む時も
あります。
同じような思いをしている家族の方に思
いをうかがってみたいと思います。
※ 前頭側頭葉変性症のうち、左側頭葉の萎縮によ
る失語症状が先行して発症する認知症。言葉の
意味への理解障害が先行して現れます。

83歳の脳血管性認知症の義父を介護して
います。つきっきりの介護とも言いません
が、ゆるやかに進行しています。
実父も認知症で母が面倒をみていて、大
変なことも多々あり、会報などで色々と知
ることもあろうかと思います。地区の「家
族の会」に初めて参加して「あーそうか」「そ
んなふうにしてるのか」と教えられること
もありました。
一息つけるような会報を期待しています。

琉球大学の若年性認知症の家族のつどい
に参加して「家族の会」のことを知りました。
61歳の夫は前頭側頭葉型認知症と診断

されています。今年２月に夫の療養や今後
の家族の暮らしを考えて沖縄に移住しまし
た。現在は沖縄の神経内科に通院していま
す。那覇市で行われている「かけはしの会」
にも毎回参加しております。前頭側頭葉
型認知症の情報が少ないので、もっと多く
の情報を得ることができればありがたいと
思っています。12歳の一人娘がおりまして、
多感な思春期ですので娘への影響も心配し
ております。

神奈川県・Ｓさん　52歳　女

山形県・Ｓさん　55歳　女
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兵庫県・Ｏさん　55歳　女

５年の介護で
強くなりました

千葉県・Ｋさん　67歳　女

もう少し頑張れます

福岡県・Ｙさん　56歳　女

夫の笑顔が宝物
仏様のような母の笑顔

介護生活丸５年です。始めの頃は泣いて
いましたが、５年経った今はとても強くな

91歳の母を介護しています。母の日々
の変化についていけず悩みました。このと
ころ少し落ち着いていますが、同じ悩みの
方々の思いにふれ、自分だけではないと思
うことで、もう少し頑張れるかと思います。

また、本人は既に一人で生活ができる状
況ではありませんが、家に執着があり、頑
なに一人暮らしを続け、一日たりとも外泊
さえしてくれようとしません。そのため、
日々、自宅と実家との往復で体力的にもい
つか限界がきそうです。
同じ状況を抱えた方がどのように対処さ
れているのか、また、今後どうしていけば
良いのか悩んでおります。

りました。同じ会員の方が近くにいるので、
商店街などで時々お会いすると、わずかな
時間ですが立ち話で情報交換をしているこ
ともあります。子どももいませんので私一
人ですが、今のところ何とかやっていけて
います。
ただ、年々私自身ずぶとくなっていると

は思います。

母は現在98歳、アルツハイマー型認知症
です。発症したのが89歳くらいでした。今
思えば、その時医者に診せていればと思い
反省しきりですが、仕方ありません。その
当時、暴言は吐くは、物は手当たり次第投
げるは、徘徊はする、金盗られ妄想は激し
く、失禁、失便など認知症の症状が全て出
ていました。私だけでは手にあまり、特養
に97歳で入所させました。
近頃は面会に行くと般若みたいな顔を

していたのが嘘のように、仏様のような顔
をしています。たまには笑顔も見せるよう
になりました。施設のスタッフのおかげと
思っています。
自宅は耐震診断の結果で新居に建て替
え、今は妻と二人暮らしです。母を連れて
きてやろうかとも思いますが、特養で安定
している精神状態に混乱を与えるのもどう
かとすごく悩んでいます。苦労して育てて
くれた母への思いがあるだけに…。今はも
う一言二言、言った次からまた繰り返し、
同じことだけしか言わなくなっています。

若年性認知症の夫を昨年12月11日に看
取りました。「家族の会」のぽ～れぽ～れ
や「たんぽぽ」（支部会報）は毎月拝見さ
せていただき、介護の参考にさせていただ
き励みになりました。私はまだまだ恵まれ
ていることも多々ありました。夫は徘徊や
暴力もなく子どものように素直で、嬉しい
ときは笑顔で、介護施設でも職員の皆様に
とても良くしていただきました。
私も夫の笑顔が見たくて、夫の好きなこ

とをできる限りしてきました。最後は食事
ができなくなり、発熱が続き、１ヵ月入院
生活を送りましたが、介護休暇をとり、付
き添いもできて夫の手となり口となり、２
人の時間が私の宝物になりました。

静岡県・Ｍさん　67歳　男

■『ぽ～れ ぽ～れ』へのご意見やお便りは「家族の会」
編集委員会宛にお送りください。

〒602-8143 京都市上京区堀川通丸太町下ル京都社会福祉会館内
FAX.075-811-8188　Eメール  office@alzheimer.or.jp

お待ちしています！
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支部だよりにみる

●認知症の始まり
私の連れ合いはアルツハイマー型認知症

で、長男と２人で介護しています。彼女は
74歳、私は75歳、長男47歳の３人家族です。
明らかに認知症だとわかったのは2009年２
月４日、珍しく積雪がなく昼は青空、夜は
星が一杯に輝く好天気の日でした。午後１
時半頃、大好きな散歩に出かけ４時頃には
帰宅するはずなのに、日が暮れても帰って
きませんでした。親戚、知人、友人を総動
員して捜索に奔走しましたが、時間を浪費
するだけで発見できませんでした。
夜の９時過ぎに新発田警察署に初めて捜

索願を提出しました。連れ合いについて身
体の特徴、着衣についてなどを聞かれまし
たが、満足に答えることができませんでし
た。自分は何でも知っていると思っていま
したが、いかに最愛の連れ合いについて無
頓着であったかを思い知らされて愕然とし
ました。翌日の午後３時頃、商店の娘さん
が発見してくださいました。私は車で捜索
中でしたが、発見されたことは携帯電話で
知らされました。不安と緊張感が解けた私
は、思わず泣き声で「ありがとう！」と友
人に叫びました。
●問題点に戸惑う日々
連れ合いの問題点は当初、徘徊でした。

夕方になると生家への帰宅願望が始まりま
す。６回も警察に捜索願を出し、４回目の
時はちゃんと見守るように注意を受けまし
た。認知症が進み、要介護３となりました。
身支度、洗面、排泄、食事も一人ではでき
ません。男２人では女性の微妙なことはわ
かりませんので、そんな時は市内在中の実
姉の助けを借りています。排便、排尿の始

末は私を受け入れていますが、初めの頃は
どうしていいのかわかりませんでした。新
潟市在住の先輩世話人の方が「國井さん、
奥さんを優しく抱いてあげてください。愛
してあげてください」と助言してください
ました。でも大便で汚れた姿を想像してく
ださい。とてもそんなことできませんでし
た。
●気持ちの変化
ある朝、便で汚れたシーツを始末してい

る時、逆に私が認知症だったら連れ合いは
私を嫌々ながら介護するだろうか？　と、
ふと考えました。連れ合いは嫌な顔をせず
に介護するだろう、と思い、自分の行為を
反省しました。そうしたら不思議なことに
介護の作業が楽に思えるようになりました。
さらに驚いたことに連れ合いの口から「お
父さん、ありがとう」という言葉が発せら
れるようになったのです。私の心が温かく
変わったのが連れ合いに伝わったのです。
●本当の愛
若くてきれいな時の愛、後期高齢者になっ

て姿かたちが崩れかかった今の愛、文字は
同じでも内容は今のほうが身も心も相手に
捧げたきれいな愛だと確信しました。
認知症の介護は大変です。一人ではでき

ません。家族だけでもできません。私は不
覚にも連れ合いに平手打ちを食らわせてし
まったことがあります。自分の意思に関係
なく手が出てしまったのです。心療内科の
先生にカウンセリングを受けました。「それ
は大変でしたね。そんな時はその場を離れ
て頭を冷やしましょう」とアドバイスを受
けました。今は杉山孝博先生の上手な介護
の12か条をよりどころにしています。

「愛…ふたたび、生きがいの介護
  認知症について考える」 新潟県支部　國井勇次

113
北

南
から

から
新潟県
今回は

新潟県支部版
（2012年9月号）
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国際ドラマフェスティバル優秀賞のテレビドラマ「任
侠ヘルパー」の映画化に、支部は舞台セット製作に助
言をしました。この映画は、元極道の若者が介護ヘル
パーになり、様々な問題に直面する中で、介護問題を

考えることをテーマにしています。西村弘監督は「老
人介護やそこに起こる問題を経験したことがない」と
いうことで、スタッフが支部を数回来訪、また、世話
人も制作現場に出向きアドバイスをしました。
「このような協力も認知症の理解を深める活動のひと
つ」と、世話人の山崎正人さんは語っています。

東京都
支部支部　映画制作に協力

「ケアでつながる地球家族」「ケアでつながる地球家族」
国際交流委員会発国際交流委員会発

■100万人の“認知症の人の友人”育成　
11月8日のBBC（英国放送）のトップニュースは、政府と

アルツハイマー協会が2015年までに100万人の“Dementia 
Friends=認知症の人の友人”を育成するというニュースでし
た。キャメロン首相は、認知症は国家の重大事項にもかかわら
ず、その認知率は驚くべき低さだと語っています。また2015
年までに認知症研究の予算を倍増し、6600万ポンド（日本円
で約84億円）とすることを約束しました。英国の認知症患者数
は70万人で、診断を受けている人はその半数にも満たないとさ
れており、次の30年で2倍になると見込まれています。100

万人の“認知症の人の友人”は病気のサインを見つけ、苦しん
でいる人たちを助けるお手伝いをしてくれることでしょう。英国
政府は、この施策は日本の300万人のボランティア作戦と同様
のプログラムだと語っています。
全国の職場や集会所で、•認知症とは何なのか?•どんな症状

なのか•そして症状を示した人に何ができるのか、を啓発してい
く予定です。
Dementia Friendsの呼びかけです。
「もし患者の周囲にいる人が認知
症の知識があれば、認知症の人たち
の生活は大いに変わることでしょう。
Dementia Friendsとなって、地域社会で認知症の人の友人ネッ
トワークを形成してください」
http://www.dementiafriends.org.uk/
 （国際交流委員　坂井愛子）

支部の諫早つつじ会と諫早医師会等の共催で９月20
日にアルツハイマーデー記念市民公開講座を開催し、
242名の市民が参加しました。まず、認知症に関する
事前アンケートに対し、あきやま病院精神科医の宮田

史朗先生から、介護者の気持ちを優しく受け止めたア
ドバイスがありました。参加者から「認知症のことが
わかり、参加してよかった」などの感想が寄せられま
した。つつじ会の渡部三津子さんは、「参加者からの意
見や感想をこれからの活動の参考にさせていただきま
す」と話しています。

長崎県
支部242名の参加 !!

昭和57年９月15日創刊の支部会報「ふれあい」は、
10月号で150号を迎え、改めて支部会報の意義・役割
を再確認し、いっそう役に立つ情報紙を目指していま
す。そして、支部会報発送までをフローチャートにま

とめ、多くの方の編集・発行作業への参加を呼びかけ
ています。編集委員の宮田敏行さんは、「編集活動への
参加は､介護生活の息抜き、介護者としての発信の場、
社会とつながり小さな社会貢献。このような満足感を
介護生活のエネルギーに変え、介護と編集委員を両立
できれば…」と、語っています。

埼玉県
支部支部会報編集への参加を !!

支部発足以来24年間の「家族の会」の活動が社会的
に評価され11月１日に贈賞式。活動の3本柱の一つの
相談活動は、毎週火・水・金曜日、そして鹿児島市か
らの委託の相談事業と併せて26名が担当しています。

最近、相談件数も増えて、「家族の会」が信頼されつ
つあることが感じられます。水流凉子支部代表は「14
年間、支部活動の土台を築いた初代支部代表の馬渡し
づみさんはじめ、ご支援いただいている関係機関の方々
に感謝」と受賞の喜びを語り、「これからも会員が心を
一つにして活動していこう」と呼びかけています。

鹿児島
県支部第63回南日本文化賞受賞

イギリスの巻

５弁の青い花がトレードマーク
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交流の場交流の場交流の場交流の場

神奈川◉1月12日㈯ 午前11:00～午後
3:00／若年よこすかのつどい→神奈川県
立保健福祉大学
1月20日㈰ 午前11:00～午後3:00／若
年本人・家族のつどい→ほっとぽっと
富山◉1月12日㈯ 午後1:00～3:30／
てるてるぼうずの会→サンフォルテ2階
介護実習室

静岡◉1月19日㈯ 午後1:30～3:30／
若年のつどい→富士市フィランセ東館3
階→支部に要申込
滋賀◉1月9日㈬ 午前10:00～午後2:00
／ピアカウンセリング→滋賀県成人病セ
ンター職員会館2階
鳥取◉1月27日㈰ 午前11:00～午後3:00
／にっこりの会→地域交流センター笑い
庵「笑い庵カフェ&マルシェ」（米子市）
広島◉1月5日㈯ 午前11:00～午後3:30
／陽溜まりの会東部→福山すこやかセン
ター

1月12日㈯ 午前11:00～午後3:30／陽
溜まりの会広島→広島市吉島地域福祉セ
ンター
1月26日㈯ 午前11:00～午後3:30／陽
溜まりの会西部→廿日市市あいプラザ
宮崎◉1月14日（月・祝） 午前11:00～午後
2:00／今日も語ろう会→宮崎県支部事務
所

 詳細は各支部まで

　「本人のつどい」でみなさんがまとめた「仲間やまわりの人に訴えたいこと」です。

①認知症の病気を正しく知ってください
②「私は認知症だ」と安心して言える社会にしましょう
③認知症があってもやれることはたくさんあります
④認知症があってもできる仕事がしたい
⑤困ったときには支えてほしい
⑥多くの人と話をしてふれあいたい
⑦お互いに「ありがとう」と声をかけあいましょう

交流会では親睦を深めた夜のお国自慢大会、片
山禎夫医師（理事）による個別相談会や奈倉道隆
医師によるミニ講演会。スポーツやダンスで身体を
動かし、富山県支部の世話人さんによる地元の食

材をふんだんに使った食
事に、心も身体も大満足の
3日間でした。
話し合いの中で出た“参
加してよかったこと、思っ
たこと”を紹介します。

「 いろいろな認知症の方と、家族の関係が理解
できました」
「楽しかったです」
「自分と同じ考えの方と知り合えました」
「 スタッフのみなさんの、今までの気遣いに感
謝します」
「 最高の49名の参加となり、ご苦労さまでし
た。料理内容もいろいろと変化して、おいし
かったです」

今月の本人

秋の交流会は、本人17名と家族、サ
ポーターで総勢49名というこれまでの
最高の参加者で開催しました。
初日の夕食時には、地元の朝日町の脇

四計夫町長が会場を訪問され「私も認知
症についてみなさんと一緒に考えてい
きたい」とあいさつされました。
笹川に着くなり楽しそうにはしゃい

でおられる6回目参加の田渕保夫さん
（東京都支部）。他の方々も「みなさんの
やさしい笑顔と言葉に癒されます」と。
最終日の公開講演会は200万人以上

の方が鑑賞した映画「折り梅」の原作者・
小菅もと子さんのお話と映画で、秋の交
流会はしめくくられました。

自分の今の気持ちをみんなの前で話し、少しほっとしました

10/12～14　「全国本人交流会」
 参加者のみなさん（第12回笹川のつどい）

◀「本人の思い　訴えたいこと」

朝日町長の脇さん『朝日町はよい所
です』とあいさつ

▲ 思わずこんな
ステキな笑顔
のＭさん

◀ 山本きみ子さん
『五平餅はこう
やってまるめる
のよ！』
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